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ご注意















本書の構成と内容

本取扱説明書は，本装置の設置・設定・運用等に関して記述されています．本書は，以下の

ように構成されています．

本書の構成と内容





xi

(7)　ポート

　AppleTalkでは，インタフェースをポートと呼びます．

(8)　オンライン状態・オフライン状態

　各WAN回線に関して本装置が持っている状態．

　　オンライン状態 .... . . . . . . . . . . . . . . . . . . .WAN回線が運用可能な状態．そのWAN回線に関する設定

を行うためには，オフライン状態に移行する必要がありま

す．

　　オフライン状態 .... . . . . . . . . . . . . . . . . . . .WAN回線に関する設定を行うことができる状態．設定を有

効にし，そのWAN回線を運用可能な状態にするために

は，オンライン状態に移行する必要があります．

　本装置では，上記２つの状態を持つことにより，装置を再起動せずにすなわち，他のWAN

回線の運用を妨げることなく，設定を変更することができます．

－注釈マークの説明

本取扱説明書で使用している記号の意味は以下のとおりです．
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1章　装置に関する基礎知識
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－　前面フタ

　　装置の前面フタの内部には，フロッピーディスクユニットとコンソールポートがありま

す．フタを開けるときはフタの中央上部を軽く押してください．また，フタを閉めると

きは，フタの中央上部を軽く押し込んでください．

－　コンソールポート

　　装置の運用状態の表示，コマンドの操作，拷w�…9�H,ﾉUﾈ麌�8-ﾀ…ず�bF@rubｾさい

　　臓狽ﾀ2R
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1章　装置に関する基礎知識
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1.4.2　AUIケーブル

　AUIポートにトランシーバ（MAU）と接続しているAUIケーブルを接続してください（図1-

5 参照）．

　AUIケーブルを接続する前にスライドラッチを左側にスライドさせ，ケーブルを接続後スラ

イドラッチを右側にロックしてください．

図1-6　AUIケーブルの接続

　

1.4.3　モジュラーケーブル

　I430ポートに，付属のモジュラーケーブルのモジュラーコネクタを「カチン」と音がするま

で差し込んでください（図1-7 参照）．モジュラーケーブルは同時に最大8本まで接続するこ

とができます．

図1-7　モジュラーケーブルの接続
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2.4　IPルーティング機能

　本装置は，IPパケットのルーティング機能をサポートしています．本装置のIPルーティング

機能で，RIP(Routing Information Protocol)を利用したダイナミックルーティング，またはOSPF

(Open Shortest Path First)を利用したダイナミックルーティングとスタティックルーティング

を併用して運用することができます．また接続相手によりネットワークの形態（以降インタ

フェースタイプ）を選択して運用することができます．

2.4.1　RIPを利用したダイナミックルーティング

　本装置は，RIPによるダイナミックルーティング機能をサポートしています．この機能によ

り，本装置の持っているルーティング情報をRIPでネットワークへ広告します．また，RIPで

獲得したルーティング情報によってルーティングテーブル（最大3000エントリ）の更新を行

います．

　ダイナミックルーティングは，ルータ間でルーティング情報の交換を行い，経路を決定す

る方法です．ルータ間の情報交換により経路を決定しますので，ルータの故障やネットワー

クの故障を発見し，常に最適な経路をダイナミックに選択できます．

2.4.2　OSPFを利用したダイナミックルーティング

　本装置は，OSPFを利用したダイナミックルーティング機能をサポートしています．この機

能により，本装置の持っているルーティング情報をOSPFでネットワークへ広告します．ま

た，OSPFで獲得したルーティング情報によってルーティングテーブル（最大3000エントリ）

の更新を行います．

　OSPFを利用したダイナミックルーティングはリンクステートアルゴリズムを基本としてい

るので，比較的大規模なネットワークでの運用に有効です．またOSPFを利用したダイナミッ

クルーティングでは，大規模なネットワークをいくつかのエリアに分けて，階層的にルーティ

ングの制御を行うことができます．

"""""""""""""""""""""""""""でp
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図2-4　Proxy ARP機能利用環境



















2章　装置の機能
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2.8　AppleTalkパケットフィルタリング機能

　本装置は，主にセキュリティを強化する機能として，AppleTalkパケットをフィルタリング

（中継／遮断）する機能をサポートしています．方法としては以下の3種類があり，すべてを

組み合わせて使用することができます．それぞれの方法を以下に説明します．

－　DDPフィルタリング（→→2.8.1）

－　ゾーンモｵます．

（→→4.8.

－　�0の機�8+X-ﾈ+x�@
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2.9.3　WAN回線複数使用時のWAN-WANブリッジング機能

　本装置は，WAN回線を複数使用する場合に，WAN回線より受信したブリッジングフレーム

をLANと他のWAN回線にブリッジングするWAN-WANブリッジング機能をサポートしていま
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(2)　トラヒック分散回線の接続／切断方法

　ISDNをトラヒック分散回線として使用する場合の接続／切断方法は，以下の４種類があり

ます．

　

　－　手動による接続／切断

　－　指定時間内でのデータ量による接続／切断

－　手動による接続／切断

　コンソールより接続コマンド（→→「5.4　トラヒック分散回線の接続」）を入力する，ま

たはSNMPマネージャから接続要求を行ったときISDNを接続し，コンソールより切断コマン

ド（→→「5.5　トラヒック分散回線の切断」）

2.10　ISDNに関する機能





宛先ネットワーク番号
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2.10　ISDNに関�8
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図2-32　KeepAliveの代理応答／要求例

2.10.7　セキュリティ機能

　本装置では，ISDN回線が不本意な相手と接続されネットワークに進入されてしまうのを防

ぐため�

　本装置では，ISDN回昔介てれeィ機能

ぐぜａｨ→�ｾ0.5Zキクに芯Vﾃ^潤auBﾎJﾔ��(,5顏�%�ﾈ6\
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2.14　簡易コマンド機能
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3.1　基本設定の流れ

図3-1　基本設定の流れ
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3.2　ワークシートの作成

図3-2（2）　ワークシートの構成（2）



3章　基本設定

63-

図3-2（3）　ワークシートの構成（3）
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図3-2（4）　ワークシートの構成（4）

3.2　ワークシートの作成
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(2)　WAN回線動作モードを選択する．

　装置で使用する回線の選択を行います．

－　HSD

　　　HSD回線を使用する場合に，□欄をチェックします．

－　ISDN

　　　ISDN回線を使用する場合に，□欄をチェックします．

(3)　装置で使用する回線と，各回線に伴うワークシートを選択する．

　装置で使用する回線の種類を選択します．HSDを使用する場合は，使用する回線として，

「HSD」の□欄をチェックします．また，使用するワークシートとして「HSD編」の□欄を

チェックします．

　ISDNを使用する場合は，グループまたはチャネルの選択を行い，そのグループもしくは

チャネル毎に「ISDN運用形態編」，「ISDNリモートターゲット編」，「ISDN通常回線編」

を選択します．

(4)　装置で使用する機能と，各機能に伴うワークシートを選択する．

　選択できる機能は，「IPホスト機能」，「IPルーティング機能」，「IPパケットフィルタリ

ング機能」，「IPXルーティング機能」，「AppleTalkルーティング機能」，「ブリッジング

機能」，「SNMPエージェント機能」です．必要な機能を選択して，□欄をチェックします．

なお，各機能は複数重複して選択することができます．

　装置で使用する機能を選択後，機能に伴うワークシートの□欄をチェックします．以下に

各機能と各ワークシートの概要を示します．

－　IPホスト機能

　　この機能は，「IPルーティング機能」を選択しない場合に必ず選択します．この機能を選

択する場合，ワークシート「IPホスト編」の□欄をチェックします．

－　IPルーティング機能

　　この機能は，IPルーティング機能を使用する場合に選択します．この機能を選択する場

合，ワークシート「IPルーティング編」の□欄をチェックします．その後，必要ならば

ワークシート「IPリモートターゲット編」，「DHCPリレーエージェント編」，「IPスタ

ティックルーティング編」の□欄をチェックします．

・「IPリモートターゲット編」は，WAN回線にISDNを選択した場合に必要です．

・　IPスタティックルーティング機能は，ルーティング情報を静的(スタティック)に装置

に設定する機能です．

　

・　DHCPリレーエージェント機能は，BOOTP/DHCPサーバとBOOTP/DHCPクライアント

が本装置を介して遠隔地にある場合に，設定する機能です．

3.2　ワークシートの作成
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・　送信元フィルタリング機能は，指定した送信元MACアドレスのフレームを中継する機

能です．

・　宛先フィルタリング機能は，指定した宛先MACアドレスのフレームを中継する機能で

す．

・　プロトコルフィルタリング機能は，指定したプロトコルのフレームを中継する機能で

す．

－　SNMPエージェント機能

　　この機能はSNMPエージェント機能を使用する場合に選択します．この機能を選択する場

合，ワークシート「SNMP便

　 こ の シ ー ト の 極 ? ¥ は こ 場 で � { 怩 ﾅ す ．

　�

シ ー ト ｘ ｭ ` す る ﾓ \ を < ｷ � � E ﾈ ｬ ﾘ + � # H ｢ X � @
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3.2.4　ワークシート「ISDN運用形態編（グループ／チャネル毎）」

　ISDN運用形態編のワークシートの形式と，記入の手順を図3-6に示します．

メモ：ISDN運用形態編は，グループもしくはチャネル毎に必要です．不足する場合は，必要枚数コピー

してください．

図3-6　ISDN運用形態編の形式と記入の手順

(1)　グループ名もしくはチャネルを記入する．
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メモ：本装置および本取扱説明書では，ISDNのポートの名称を「BRI#1」～「BRI#8」，また，チャネ

ルの名称は「BRI#1-1」のように「-1」「-2」を付加した形式で示します．

(2)　運用形態等を記入する．

　設定項目を以下に示します．

－　WAN topology

　　本グループもしくはチャネルの運用形態を選択します．

　　設定範囲： 1:Usual（通常回線として使用）

2:Load split（トラヒック分散回線として使用）

3:Usual/Load split（通常回線またはトラヒック分散回線として使用）

　（グループの場合のみ）

4:not use（チャネルの場合のみ）　　設定範囲： 1:Usu（チ果にC¦��解爺りｩ��驕D　　設定範囲： 1:Ust 緘ラナﾔ饂ｨ���@1:Ust �
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3.2.5　ワークシート「ISNDリモートターゲット編（グループ／チャネル

毎）」

　ISDNリモートターゲット編のワークシートの形式と，記入の手順を図3-7に示します．

　本ワークシートは，「WAN topology」で「Usual」もしくは「Usual/Load split」を選択した

場合のみ記入します．

メモ：ISDNリモートターゲット編は，グループもしくはチャネル毎に必要です．不足する場合は，必

要枚数コピーしてください．

図3-7　ISDNリモートターゲット編の形式と記入の手順
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　－　装置導入時の「interface up mode」の設定は「normal」です．（→→「4.2　データリンクに関

する設定」）





3章　基本設定
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－　default gateway

　　デフォルトゲートウェイを使用する場合，デフォルトゲートウェイのIPアドレスを記入し

ます．

　　設定範囲：　 xxx.xxx.xxx.xxxの形式

　　導入時の設定： なし
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3.2.8　ワークシート「IPルーティング編」

　IPルーティング編の，ワークシートの形式と記入の手順を図3-11に示します．

図3-11　IPルーティング編の形式と記入の手順

(1)　各インタフェースのIPアドレスを記入する

ｮ蔭ｇ
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注意：装置に設定するIPアドレスとして，以下のアドレスが適用できます．その他のアドレスはマー

シャンアドレスと呼ばれるアドレスで，特別な用途のために予約されています．

　　　1.0.0.0～126.255.255.255　

　　　128.0.0.0～255.255.239.255　

－　subnetmask

　　LANインタフェースのサブネットマスクを記入します．

」'&��F5tgAsk

鮨ひ!B�&@LANインタフェヽу2ｷ荒の跨�2ｴ笏�ﾄ扱ﾘﾈ伽を記ギs黷ﾄいます��0；�2ｴ選択L棍煙ケ!N�ェサBVャ何ふwｪ適定�ANインタフェー�I択L入しまする�ェサBVマ〃ｰ
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－　target index

　　宛先のIPアドレスに対応した，ISDNリモートターゲットを記入します．

　　設定範囲： ISDNリモートターゲット（最大80エントリから1エントリ選択）

　　導入時の設定： なし

メモ：IPリモートターゲットテーブルは，最大80エントリ設定が可能です．本ワークシートをもう一枚

コピーしてください．

このシートの記入はこれで終了です．

3.2　ワークシートの作成
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3.2.12　ワークシート「IPパケットフィルタリング編」

　IPパケットフィルタリング編のワークシートの形式と，記入の手順を図3-15に示します．

図3-15　IPパケットフィルタリング編の形式と記入の手順

(1)　IPパケットフィルタリングテーブルを記入する．

　IPパケットフィルタリングテーブルには，最大128ントリの登録が可能です．1つのエントリ

に関する記入項目を以下に示します．

メモ：フィルタリングで設定するIPアドレスには，0.0.0.0から255.255.255.255のすべてのIPアドレス

が設定可能です．

3.2　ワークシートの作成
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表3-4　ウエルノウンポート番号

－　source port(B)

　　設帝Oﾍ章～！ ‾source port(�

　　;�?ﾈ鰾,ﾉ設弟（

8

　　　，�@�@source port(�叩�@source port("叩�CcSS3R

8

　　　》̃�┃DTﾏNEXポーッ,ﾈ-ﾘ/�フィルタリ

　　　　　　source port(�辰ﾒC,3ﾂ@source port(B"CﾒC,6

－：FPwF匁�F柳���FErPw9

　　フィルタリ 5�煕ｨ/�ｴﾉ?ﾈ+X+ﾘource w'+X,b,ﾈ菊��4　　設帝Oﾍ章～！ >h8�(B)　　;�?ﾈ鰾,ﾉ設弟（>h8�(B) －：FPwF匁�F柳デ-�B)

　　設帝Oﾍ章～！

　　;�?ﾈ鰾,ﾉ設弟（
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－　network NO

　　WAN回線インタフェースに接続されるネットワークのネットワーク番号を記入しま

す．

　　設定範囲：　 8桁の16進数

　　導入時の設定： 00000000

－　node ID.

　　特別な値の記入は不要です（0000.0000.0000と記入されています）．0000.0000.0000以外

の値は，将来の拡張用です．

　　設定範囲：　 xxxx.xxxx.xxxxの形式(16進数)

　　導入時の設定： 0000.0000.0000

－　ticks

　　WAN回線インタフェースの「ticks」値を記入します．

　　設定範囲：　 1　～　65535

　　導入時の設定： 1

メモ：WAN回線インタフェースの「ticks」値として，回線スピード毎の推奨値を表3-5にまとめます．

表3-5　WAN回線の推奨「ticks」値

(3)　フィルタリングを行う／行わないを選択する．

－　IPX filtering

　　IPXパケットのフィルタリング機能の使用の有無�0000

す．

　　�:¥3��(フィピうxx.ｵま

　　導�:¥3��
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3.2　ワークシートの作成

－　target

　　宛先のIPXアドレスに対応した，ISDNリモートターゲットを記入します．

　�;�L軟奥ﾁ@設佻：9
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－　metric

　　このエントリをRIPで送信する場合のメトリック値を記入します．メトリック値を16とす
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－　gateway host ID

　　中継先ゲートウェイのホストIDを記入します．

　　設定範囲：　 12桁の16進数

　　導入時の設定： なし

メモ：最大256エントリ設定できます．必要な枚数コピーして使用してください．

　このシートの記入はこれで終了です．

3.2　ワークシートの作成
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注意：「remote」で「router」が選択された場合，「3.2.22　ワークシート「AppleTalkゾーンリスト

編」」での設定は必要ありません．

－　seed port

　　WANポートに接続されるネットワークで本装置をシードルータとして運用するかどうか

を選択します．この項目は，「remote」で「bridge」を選択したときのみ記入します．

　　設定範囲：　 1:yes

2:no

　　導入時の設定： 1:yes

注意： AppleTalkのネットワークを構築する場合，1つのネットワークにシードルータとして運用され

ているルータが1台以上必要です．

　　　　すでにLAN側にシードルータが存在するネットワークに本装置をシードルータとして立ちあげ

た場合で，そのシードルータとゾーンリストおよびネットワーク番号範囲が異なる場合，本装置

はノンシードルータとして運用されます．

－　network start - end

　　WANポートに接続されるネットワークのネットワーク番号範囲を記入します．「seed

port」で「no」を選択した場合，または「remote」で「router」を選択した場合は，ネット

ワーク番号範囲の設定は必要ありません．また，ネットワーク番号範囲の終わりは，ネッ

トワーク番号範囲の始めと等しいか大きい値でなければいけません．

　　設定範囲：　 start：1　～　65279

end ：1　～　65279

　　導入時の設定： start：1

end ：1

(3)　DDPフィルタリングを使用するかどうか選択する．

－　Select the filtering

　　DDPのフィルタリングを行う場合「DDP」を，サービスのフィルタリングを行う場合

｝

　� 1:yes

2:no 1:yes
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－　target index

　　宛先のネットワーク番号に対応した，ISDNリモートターゲットを記入します．

　　設定範囲： ISDNリモートターゲット（最大80エントリから1エントリ選択）

　　導入時の設定： なし

メモ：AppleTalkリモートターゲットテーブルは，最大80エントリ設定が可能です．本ワークシートを

必要枚数コピーしてください．

このシートの記入はこれで終了です．

3.2　ワークシートの作成
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－　port

　　上記で指定した相手と接続するポートを選択します．WAN回線に関しては，「基本設定

編」のWAN回線動作モードで選択した回線が設定範囲になります．

　　設定範囲： LAN,「IP Tunnel」で「use」を選択されたグループもしくはチャネル

　　導入時の設定： なし

　このシートの記入はこれで終了です．

3.2　ワークシートの作成
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3.2.25　ワークシート「MACアドレスリモートターゲット編」

　MACアドレスリモートターゲット編のワークシートの形式と，記入の手順を図3-28に示し

ます．

図3-28　MACアドレスリモートターゲット編の形式と記入の手順

(1)　MACアドレスのISDNリモートターゲットを記入する．

　ISDNを選択した場合でISDNで複数の相手と接続する（→→3.2.4(2)）場合，宛先のMACア

ドレスとそれに対応するISDNリモートターゲットのテーブルを記入します．ISDNの接続相手

を固定して狭��する場合，記入の必��はありません．エントリは最大80件記入できます．1エ

ントリに関する設定項目を以下に示します．

－　address

　　宛先MACアドレスを記入します．

　　設定範囲： 12桁の16進数

　　導入時の設定： なし
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－　STP

　　STP機能を使用するかどうか選択します．WAN回線にHSDを使用している場合に記入が

必要です．

　　設定範囲： 1:use（使用する）

2:not use（使用しない）

　　導入時の設定： 2:not use

注意：STP機能の設定を「not use」から「use」に変更した場合には，STPに関するパラメータがデ

フォルト値に設定されます．STPのパラメータを変更する場合は拡張設定の「4.3.1　STPの設

定」を参照してください．

－　static filtering

　　スタティック設定によるフィルタリング機能を使用するかどうかを選択します．

　　設定範囲：　 1:use (使用する)

2:not use (使用しない)

　　導入時の設定： 2:not use

　このシートの記入はこれで終了です．
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3.2.27　ワークシート「送信元フィルタリング編」

　送信元フィルタリング編のワークシートの形式と，記入の手順を図3-30に示します．

図3-30　送信元フィルタリング編の形式と記入の手順

(1)　送信元フィルタリングのデフォルトを記入する．

　記入事項を以下に示します．

－　source default
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3.2.28　ワークシート「宛先フィルタリング編」

　宛先フィルタリング編のワークシートの形式と，記入の手順を図3-31に示します．

図3-31　宛先フィルタリング編の形式と記入の手順

(1)　宛先フィルタリングのデフォルトを記入する．

　記入事項を以下に示します．

－　destination default

　　テーブルに記入されていない宛先アドレスを持ったフレームを受信した場合の処理方法

を選択します．

　　設定範囲：　 1:forward (中継する)

2:discard (廃棄する)

　　導入時の設定： 1:forward
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3.2.29　ワークシート「プロトコルフィルタリング編」

　プロトコルフィルタリング編のワークシートの形式と，記入の手順を図3-32に示します．

図3-32　プロトコルフィルタリング編の形式と記入の手順

(1)　プロトコルフィルタリングのデフォルトを記入する．

　記入事項を以下に示します．

－　default

　　テーブルに記入されていないプロトコルのフレームを受信した場合の，処理方法を選択

します．

　　設定範囲：　 1:forward (中継する)

2:discard (廃棄する)

　　導入時の設定： 1:forward
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－　send interface

　　中継するインタフェースを指定します．

　　設定範囲： LAN,「bridging interface」で選択されたグループもしくはチャネル,

nothing (なし：指定したフレームは廃棄される)

　　導入時の設定： LAN,「bridging interface」で選択されたグループもしくはチャネル

メモ：テーブルは最大16エントリ設定できます．必要な場合は，用紙をコピーして使用してください．

　このシートの記入はこれで終了です．
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－　sysContact

　　本装置をSNMPエージェントとして使用する場合の管理者名を英数字32文字以内で記入し

ます（必ずしも記入する必要はありません）．

　　設定範囲：　
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3.2　ワークシートの作成
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3.4　メインメニュー
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3.10　現在時刻の設定

　現在時刻の設定を行います．導入時に現在時刻を設定していますが確認願います．年は西

暦で，また時間は24時間制で設定します．

*** Set current time parameter(s) ***

1995/08/19 15:50:53

Do you change (y/n)? [n]: y

year [1995]:

month [08]: 6

day [19]: 18

hour [15]: 14

minute [50]: 52

second [53]: 0

Current time parameter(s) are set to the following values.

1995/06/18 14:52:00

Set OK (y/n)? [y]:
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　接続／切断の方法として「time」を含む方法を選択した場合は，時刻の設定が必要となりま

す．以下に接続時刻，切断時刻の設定メニューを示します．

*** Set GroupA connection activate/deactivate time configuration ***
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1143.�
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3.16　IPXに関する基本設定

3.16.1　IPXルーティングの設定

　　　本設定は，ワークシート「IPXルーティング編」を参照して設定を行います．（→→「3.2.13　

ワークシート「IPXルーティング編」」）

　IPXのルーティングの設定例を以下に示します．

*** Set IPX router configuration ***

<IPX router parameter(s)>

    router name:

    routing interface list

    Group/channel network NO.    frame type     tick

    -------------+-------------+--------------+-----

    LAN           00000200      ETHERNET_ lc0    1--

  [  GroA]        00011100      ETHERNET_ lc0    1--

  [  GroB]        00022200      ETHERNET_ lc0    1--  BRI#6-100     not useet IPX routist

  BRI#6-2         00044400      ETHERNET_ lc0    1--

  BRI#7-100       00066600      ETHERNET_ lc0    1--

  BRI#7-2         0007.070      ETHERNET_ lc0    1--  t  I P f i l i n t u t i : u s e - -   1 .   L - -    2 .   G r o A      3 .   G r o B      4 . B R I # 6 - 2     5 . B R I # 7 - 2 - -
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3.16.3　IPXパケットフィルタリングの設定

　　　本設定は，ワークシート「IPXパケットフィルタリング編」を参照して設定を行います．

　　　（→→「3.2.15　ワークシート「IPXパケットフィルタリング編」」）

　本装置のIPXパケットフィルタリング機能では，中継を許可するすべてのパケットをフィル

タリングテーブルに設定します．テーブルに設定されていないパケットを受信した場合は廃

棄されます．IPXパケットフィルタリングの設定例を図3-71に示します．
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3.16.4　IPXスタテｲ^�C^求[^テｲ^兎ｿの設定�







3章　基本設定

1283- INFONET3790 取扱説明書

3.17　AppleTalkに関する基本設定

3.17.1　AppleTalkの設定

　　　本設定は，ワークシート「AppleTalkルーティング編」を参照して設定を行います．（→→

「3.2.18　ワークシート「AppleTalkルーティング編」」）

　AppleTalkの設定例を以下に示します．AppleTalkを用いた大規模なネットワークを構築する
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AppleTalk routing parameter(s) are set to the following values.

<AppleTalk routing parameter(s)>

                                             seed  network

    group/channel routing             remote port  start  end    number

    -------------+-------------------+------+-----+------+------+------

    LAN           AppleTalk,IP Tunnel ------ yes        1     10      2

    GroupA        AppleTalk,IP Tunnel router ---   -----  -----  -----

    GroupB        AppleTalk,IP Tunnel bridge yes      100    100 -----

    ISDN#6-1      not use AppleTalk routing

    ISDN#6-2      not use AppleTalk routing

    ISDN#7-1      AppleTalk           router ---   -----  -----  -----

    ISDN#7-2      AppleTalk,IP Tunnel bridge yes   10000  10001  -----

    filtering:not use

Set OK (y/n)? [y]:

図3-78　A��ﾓs������＜求[ティpグ��
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<Add AppleTalk routing DDP (forward) filtering data>

dst network start [0]: 1

            end [65535]: 2

            node [0]: 1

src network start [0]: 1

            end [65535]: 2

            node [0]: 2

DDP type (1:RTMP(Rp/Dt) 2:NBP 3:ATP 4:AEP 5:RTMP(Rq) 6:ZIP 7:ADSP 8:all)

[8]: 
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設定されさlBット銃ーウなは・KR�ｺ1で委諡スタティック]eー��.
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3.18.2　ブリッジング機能の設定

　　　本設定は，ワークシート「ブリッジング編」を参照して設定を行います．

　　　（→→「3.2.26　ワークシート「ブリッジング編」」）
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注意：SNMPマネージャを設定するときは以下の点に注意してください．

　－　SNMPマネージャのエントリは，IPアドレスの昇順に並べ変えられますので，入力した順番には

表示されませんWャ�(

　－，IPアドレスＭ� �ゲΓゲ� 勿勧:ﾏ詰エントリに6�ｂﾅきませんW��hｴｹ6�ｂﾌれﾟ№ﾅ´す８に�lﾝﾍ

するエントリＪ:ﾏ議IPアドレスを入力し´す８に�lﾝす９��T也�WB�W'&�"��c鰍．　－　SNMPマネージトレン��,rｹんR�┓ 襦
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4章　拡張設定

　この章では，装置の拡張設定について説明します．

　拡張設定とは，基本設定で設定できない細かな設定をさします．

　この章の内容を以下にまとめます．

－　拡張設定の流れ

－　データリンクに関する設定

－　ブリッジングに関する拡張設定

－　ICMPリダイレクトメッセージの設定

－　IPに関する拡張設定

－　IPXに関する拡張設定

－　AppleTalkに関する拡張設定

－　SNMPに関する拡張設定

－　リモートファイルメンテｃ￥ジの設定

－　デー噂ｩtてi�xﾎMPに関する拡張設定

－¨トｇメネォﾓlﾓWンり

－⇔B鰓ﾌq@ョ縺ッ絽の設定

－　リモーッ綰ーメデジの設定

4章　拡張設定







4章　拡張設定



54-INFONET3790 取扱説明書4.2　データリンクに関する設定4.2　データリンクに関する設定　WAN回線のデータリンクの設定を行います．WAN回線に関する拡張設定は，メニュー画面

で「configuration set (expert)」を選択後「datalink」を選択することで設定できます．
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4.3.2　アドレス学習テーブルのエージアウト時間

アドレス学習テーブルのエージアウト時間を設定します．

*** EXP.: Set filtering database agetime parameter(s) ***

    agetime (sec): 300

Do you change (y/n)? [n]: y

agetime (sec) [300]: 200

EXP.: Filtering database agetime parameter(s) is set to the following

values.

    agetime (sec): 200
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4.4　ICMPリダイレクトメッセージの設定

　ICMPリダイレクト機能に関する設定を行います．ICMPリダイレクト機能はメインメニュー

で「configuration set (expert)」を選択後「ICMP redirect」を選択して設定します．

*** EXP.: Set ICMP redirect configuration ***

<ICMP redirect parameter(s)>

    mode      : on

    preference: 20

    interface : LAN,GroupA,GroupB,BRI#7-1,BRI#7-2
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－　mode

　　Proxy ARPの動作モードを設定します．

　　設定範囲： 1 : off （Proxy ARPの動作をしない）
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－　interface

　　バックボーンエリアに属するインタフェースを選択します．複数のインタフェースがバッ

クボーンエリアに属する場合は，同時に選択します．

　　設定範囲： LAN,IPルーティングするグループ／チャネル,Virtual link

　　導入時の設定： LAN,IPルーティングする全てのグループ／チャネル

5TR)¨チ：OS�,IT瓠設置(2 
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(6)　OSPFスタブホストの設定

　OSPF設定メニューで「OSPF stub host」を選択することにより，OSPFスタブホストの設定

を行います。zｩ:鞐8*X5H/�ﾜ�/�5�7X7ｨ�備5�h5�5�7X7ｨ��5�8ｸ6ｨ6�4�984�™饑�Xす。xXﾔﾉ�(6)　OSPFスタブパOSPF設定メネ設定(6)　OSPFスタブパOSPF設定
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(7)　OSPFインタフェースの設定

　OSPF設定メニューで「OSPF interface」を選択することにより，OSPFインタフェースの設

定を行います．

　本設定は，本装置を内部ルータとして使用する場合とエリア境界ルータとして使用する場

合の両方で設定が必要です．

















494-INFONET3790 取扱説明書

*** EXP.: Set RIP(IP) export configuration ***

    1. change  2. delete  3. add  4. display  5. end

Select the number. [5]: 3

<Add RIP(IP) export data>

Select the configuration (1:metric 2:restrict): 1

metric [1]:

protocol (1:ospf 2:ospf ase) [1]:

<Announce list>

no entry.

Do you change (y/n)? [n]: y

    1. change  2. delete  3. add  4. end

Select the number. : 3

<Add RIP(IP) export destination data>

Select the address format (1:all 2:network 3:host): 2

dst address [0.0.0.0]: 
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(12)　AS外のルーティング情報の設定
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－　import interval

　　AS外のルーティング情報を受信する場合に，その情報を有効にするタイミングを設定し

ます．

　　設定範囲： 1　～　65535　 [sec]

　　導入時の設定： 1

－　import max route

　　AS外の情報を受信する場合に，「import interval」の間に有効にする最大のルートの数を

設定します．

　　設定範囲： 1　～　65535　 [sec]

　　導入時の設定： 100

－　export cost

　　AS外のルーティング情報を送信する際の，そのルートへのコストを設定します．

　　設定範囲： 1　～　65535　 [sec]

　　導入時の設定： 100

－　export tag OSPF

　　AS外のルーティング情報を送信パケットにつけるtagの値����;�?ﾈ鳧,ﾉ�ﾙ.��`100

－　e

　　導入時の設定：100

－　exw掃 route

　　AS外のルーティング情報を送信る際の，そのルーティング情報を送惜するagの値\ﾝ定し

　　設定範囲：⊆ｱ@SCそに\ﾝ�

⊆ｱ@SCそに\ﾝ�

　　導入時の設定：
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－　type

　　AS外のルーティング情報を送信する際の，そのルーティング情報を送信するタイプを設

定しまｓ．

　　設定範囲：

　Τ入時そ　設囲：－‖gpe

　 　 設 定 範 囲 ：

　 Τ 入 時 そ 　 設 囲 ：

－ c o n f i g u r a （ o n p e

　 あ と で を

　 　 設 定 範 囲 ：
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－　broadcast

　　SAPの送信方法を選択します．

　　設定範囲： 1 : on （定期update）

2 : off（trigroVB��pdate）　�;�?ﾈ鱆P�設佻： 2 : oaj

－　broadcap:紋aw'boﾁj

　　設定範囲： ：�　�;�?ﾈ鱆P�設佻：

－〃臠'�:�gv�Aj

　　SAP�.b.��｠

　　設定範囲： 1 : on(�feｵx�TUｸ6rﾜ�.�e）2 : ofh�feｵx�TUｸ6r�ﾝ�+te）　�;�?ﾈ鱆P�設佻： 2 : oaj

－:�gv�B@:ﾖQst

　　SAP�.b.��｠

　　設定範囲：：�　�;�?ﾈ鱆P�設佻：
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4.7　AppleTalkに関する拡張設定

AppleTalkルーティング機能に関する拡張設定を行います．AppleTalkルーティグの拡張機能

は，メインメニューで「configuration set (expert)」を選択後「AppleTalk routing」を選択して

設定します．

拡張設定メニューは，基本設定で選択した機能により次の3種類の表示があります．

1.AURPを「not use」とした場合（図4-60参照）

2.AURPを「use」とし，「IP Tunnel」を「not use」とした場合（図4-61参照）

2.AURPを「use」とし，「IP Tunnel」を「use」とした場合（図4-62参照）

　

*** EXP.: AppleTalk routing configuration menu ***

 1. AppleTalk interface

 2. static routing

 3. static zone

 4. DDP (forward) filtering

 5. DDP (discard) filtering

 6. service (forward) filtering

 7. service (discard) filtering

 8. zone filtering

 9. accept gateway

10. propagate gateway

11. accept port

12. propagate port

Select the number. :

図4-60　AppleTalkルーティングの拡張設定メニュー（AURPを「not use」とした場合）

*** EXP.: AppleTalk routing configuration menu ***

 1. AppleTalk interface

 2. static routing

 3. static zone

 4. DDP (forward) filtering

 5. DDP (discard) filtering

 6. service (forward) filtering

 7. service (discard) filtering

 8. zone filtering

 9. accept gateway

10. propagate gateway

11. accept port

12. propagate port

13. AURP protocol

Select the number. :

図4-61　AppleTalkルーティングの拡張設定メニュー（AURPを「use」とし，

「IP Tunnel」を「not use」とした場合）
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－　type name
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4.7.7　AppleTalkサービス(discard)フィルタリングの設定

　サービス(discard)フィルタリングの設定をします．

　サービス(forward)フィルタリングにより中継を許可された中から中継を許可しないサービス

を指定することにより，より細かなフィルタリングを行うことができます．

　本テーブルに設定されたサービスは，サービス(forward)フィルタリングにより中継を許可さ

れたものであっても廃棄されます．テーブルには最大64エントリが登録できます．

　設定方法は，「4.7.6　AppleTalkサービス(forward)フィルタリングの設定」と同じです．

4.7.8　ゾーンフィルタリングの設定

　ゾーンフィルタリングテーブルの設定とそのエントリを有効にするか無効にするかの設定

を行います．テーブルには最大32エントリが登録できます．

*** EXP.: Set AppleTalk routing zone filtering ***

1. table attribute

2. filtering data

Select the number. :

図4-68　ゾーンフィルタリングテーブルの設定メニュー

(1)　ゾーンフィルタリングテーブルの属性の設定
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4.10.4　IPXプロト





4章　拡張設定

1084- INFONET3790 取扱説明書

4.10.5　IPXアドレスの設定　　　

　データ別優先制御を行うIPXアドレスとその優先度を設定します．設定されたアドレスは送

信元，芦

address」を選択すると「Input error!」とC�閨C設定を行うことC垢bｫません．最大8エントリ

設定することCｪュきます．　　　

êóÉfÅ[É[É^ï óDêßå‰Çðçs

óAÇ’ITçáÅÉhÉgHb
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ここでのマスクパターンとネットワーク番号の組み合わせの例を以下に示します．

表4-7　「network number」と「mask」の組み合わせ例

－　priority

　　優先度を選択します．

　　設定範囲： 1:high

2:normal

3:low　� 1:hiow

��Fすペ┽@すペ
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<Add traffic log table data>
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4.12　呼確立リミッタの設定

　拡張設定のメニューで「limitation of ISDN connection period」を選択して呼確立リミッタの

設定を行います．

　ISDN回線を接続する場合，運用，設定などのミスからISDNの呼が長時間接続されたままに

なる可能性があります．それを事前に防ぐために，呼確立リミッタを使用します．呼確立リ

ミッタには，ISDNを連続して接続した時間を基にする「連続接続時間呼確立リミッタ」と接

続相手毎に１ヶ月の接続累計時間を基にする「トータル接続時間呼確立リミッタ」の2種類が

あります．（→→「2.10.8　呼確立リミッタ」）

*** EXP.: limitation of ISDN connection period ***

 1. consecutive time

 2. monthly total time

Select the number. :

図4-96　呼確立リミッタの設定選択画面

4.12.1　連続接続時間呼確立リミッタの設定

　図4-96で，「consecutive time」を選択すること��鴆#p，連続接続時間呼確立リミッタの設定

を行います．連続接続時間呼確立リミッタの設定では，使用の有無お鴆#ﾑ連続接続時間の上

限値を設定します．

<consecutive time parameter(s)>

    mode      : on

    time(hour): 12

Do you change (y/n)? [n]: y
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4.14　ルータグループ化機能の設定
　拡張設定のメニューで「router grouping」を選択して，ルータグループ化機能に関する設定

を行います．

　本設定では，複数のISDN対応ルータをグループ化し論理的に1台のルータとすることにより

（グループルータ），そのルータを1つの代表��,
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(1)　IP

; ( ﾘ x 4 � 6 x I } 韜 6 x ( ｴ � E 8 ﾆ
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5.14　フレームトレース機能

　フレームトレース機能では，以下に示す種類のフレームをトレースすることができます．

　

－　MACフレーム

－　IPルーティングのフレーム（IPルーティング機能使用時）

－　IPXルーティングのフレーム（IPXルーティング機能使用時）

－　AppleTalkルーティングのフレーム（AppleTalkルーティング機能使用時）

－　ISDN Dチャネルのフレーム

　フレームトレース機能は，1フレームあたり最大96バイトで，256フレームまでトレースす

ることができます．また，フレームトレース機能は，フレームトレース種類の設定，開始／

終了，トレースデータの表示お�����区ができます．

5.15.

　フレームトレース機能を�ﾗ8するとぞは，ю�レー�6�ン�1━�ーでⅢg$aﾖR�G$aテ�l��I�\

　フレームトp改�

5.15.

　ソは，トレームトレース機�
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(1)　MACフレームのトレースの設定

　MACフレームのトレースの設定例を示します．MACフレームのトレースでは，トレース

モード（表5-1を参照），MACアドレス（宛先／送信元）およびインタフェースにより，ト

レースするMACフレームを限定することができます．　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

*** Frame trace configuration ***

<Frame trace current mode>

    trace off

    trace frame type :MAC
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(4)　AppleTalkフレームのトレースの設定

　AppleTalk フレームのトレースの設定例を示します．AppleTalk フレームのトレースでは，

プロトコル種別（RTMP，NBP，ATP，ZIP等）およびAppleTalk アドレス（宛先／送信元）に
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(5)　ISDN　Dチャネルフレームのトレースの設定

　「ISDN Dch」を選択することにより，ISDN Dチャネルのフレームをトレースすることがで

きます．







235-INFONET3790　取扱説明書

5.14.6　トレースデータの解析

　フレームトレースしたデータの解析方法について説明します．

  0 03991326:00000fcc data=0x00b9eb88(96) type=m= b
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－　(p)

　　トレースしたフレームの最初の56バイト分のデータを示します．

メモ：ISDN Dチャネルのトレースでは，(i)の部分からデータが入ります．(i),(j),(k),(l),(m),(n),(o)のよう

な制級措あタが虹n�ｵます��
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5.17　保守用コマンド

　管理者資格(スーパーモード)のメインメニューで実行できる保守用コマンドと，その使用方

法について説明します．保守用コマンドで行う機能は，以下の3種類です．

－　lnktest 回線接続診断試験の操作

－　scanout スキャンアウト機能の設定

－　filemnt ファームウェアの交換の操作

　コマンドの入力方法は，以下の形式で表します．

コマンド形式：command(abbrev)[arg1,arg2・・]

　　　－　command ....................... 入力するコマンドを示します．

　　　－　abbrev ............................ 短縮形を示します．

　　　－　arg.................................. 引数を示します．なお引数の数はコマンドにより異なり，

省略可能な場合があります．

メモ：コマンドの入力は大文字と小文字の両方で可能です．またコマンドと引数の間，および引数と引

数の間はスペースで区切ります．

　　　【例】

　　　コマンド形式：ppp(p) [HSD#1]

　　　－　ppp ................................. コマンド名

　　　－　(p) .................................. 短縮形

　　　－　[HSD#1] ........................ 引数

5.17.1　回線接続診断試験（lnktest）

　回線接続診断試験を実行する場合には，管理者資格(スーパーモード)のメインメニューで以

下のコマンドを入力してリンクテストモードへ移行します．

　　

コマンド形式：lnktest(l)

　リンクテストモードへの移行画面を以下に示します．

Select the number.:lnktest

Super:lnktest>

図5-31　リンクテストモード移行例

5.17　保守用コマンド
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(3)　ファームウェアのダウンロード後の適用（startsys）

　

ダウンロードされたファームウェアの起動を行います．この場合，装置はリセットされます．

コマンド形式：startsys(s)

filemnt> startsys

Command OK.

図5-42　ダウンロードしたファームウェアの起動

(4)　有効とするフラﾆ��4h4�F：ｊソ摘�-XishＨys）

　

filemnt> stchgs

Command OK.図5-42ァ有効とするフラﾆ��4h4�F：ｊソ摘�-X
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5.18.2　遠隔装置への接続(リモートコンソール)

　本装置をネットワークに接続し，遠隔装置とIPのネットワークとして通信が可能となった状

態において，ローカルコンソールからオペレーションメニュー（メインメニューで

「operation」を選択した後のメニュー）中の「remote console」を選択し，その後遠隔装置の

IPアドレスを入力することにより，遠隔の装置のコンソール機能を実行することができます．

（→→「5.9　リモートコンソール」）リモートコンソールと，ローカルコンソールでは，装

置の最初の画面(メニュー画面)が一部異なります．リモートコンソールでは，メインメニュー

のコマンドラインの左にリモートで接続している遠隔装置のLANインタフェースのIPアドレ

スが表示されます．以下に例を示します．

INFONET 3790 Remote Brouter  D V01.00 1995.04.01

WAN topology (ISDN) 1995/04/01 12:00:00 (   0 00:00:00) Normal Mode

1. configuration display

2. configuration set (normal)

3. configuration set (expert)

4. operation

5. information

6. shift to super mode

7. exit from remote console or current mode

remote[192.168.0.1] Select the number. :

図5-46　リモートコンソール選択後のメインメニュー例

　リモートコンソールの操作方法は，ローカルコンソールの操作方法と同じです．

注意：リモートコンソールによりシステム編集を行う場合，リモートコンソールの接続に使用している

回線の定義をOFFにしてはいけません．リモートコンソールの接続に使用している回線の定義を

OFFにした場合には，回線が切断され以後リモートコンソールの接続が不可能となります．

注意：リモートコンソールから，さらに他の遠隔装置に対してリモートコンソールで接続はできませ

ん．遠隔装置にリモートコンソールで接続する操作は，必ずローカルコンソールで行います．

5.18　装置の遠隔操作
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6章　インフォメーション

6章　インフォメーション

　この章では，装置に関する各種情報の表示機能について説明します．この章の内容を以下

にまとめます．

－　インフォメーションメニュー

－　IPに関するインフォメーション

－　DHCPリレーエージェントに関するインフォメーション

－　IPXに関するインフォメーション

－　ブリッジング機能に関するインフォメーション

－　チャネルに関するインフォメーション

－　OSPFに関するインフォメーション

－　AppleTalkに関するインフォメーション

－　呼確立リミッタに関するインフォメーション

－　エラーログ

－　ラインログ

－　トラップログ

－　トラヒックロギングに関するインフォメーション
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－　channel inff�
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－　error log

　　インフォメーションメニューで「error log」を選択ｅ鮑&��装置全体ｸ,中度X�軽度_瘧Q_㎝
•@•@ƒCƒ“ƒtƒHƒ••[ƒVƒ‡ƒ“ƒ•ƒjƒ…•[‚Å•uÆ–æR log•v‚ð‘I‘ð‚…é¸&��‰ñ•ü¸)ŠÖ�(^›þ�¥�þé_�9˜*©UÇŽ§h³^¨-À‚…�A

•@•@ƒCƒ“ƒtƒHƒ••[ƒVƒ‡ƒ“ƒ•ƒjƒ…•[‚Å•wBr�� log•v‚ð‘I‘ð‚…é¸&��‘•’u‘S‘Ì¸,•d“x_áŠQ_î•ñ‚ª•\pêv‹5ê‚Ü�(QD�†˜�ˆ�ˆ�　�7�™�･�Ａ,ﾙ�Y'[ｘ8j｣ －；Br�ff2 log

　　インフォメーションメニューで『Br�ff�2 log」を選択ｅ鮑&��IT����ｸeH2x98?x)おけ^舶G
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　以下に表示内容を示します．

－　interface status........................... インタフェースの状態．

　　　up ........................................... WAN回線に障⑦�
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(2)　ICMP

_�6-
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6.3　DHCPリレーエージェントに関する

　　　　　　　　　　　　　　　　インフォメーション

　インフォメーションメニュー内でDHCPリレーエージェントに関する情報は，「discard

frame」，「statistics」の2箇所で取得できます．

6.3.1　廃棄フレーム

　インフォメーションメニューで「BOOTP/DHCP relay information」を選択後，サブメニュー

「discard frame」を選択すると，廃棄フレームに関する情報を表示することができます．

　ここでは，「BOOTREQUEST」フレームと「BOOTREPLY」フレームの表示を選択しま

す．

  *** INF. : discard frame menu ****

   1. BOOTREQUEST frame

   2. BOOTREPLY frame

  Select the number. : 1

図6-5　DHCPリレーエージェントに関する廃棄フレーム

　表示は16進数のダンプで表示されます．

6.3.2　統計情報

　インフォメーションメニューで「BOOTP/DHCP relay information」を選択後，サブメニュー

「statistics」を選択すると，DHCPリレーエージェント機能に関する統計情報を表示すること

ができます．
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(2)　RIP

&y��@
&y��@ &y��@

&y���(24�@RIP

&y��@
&y��@ &y��@

&y���\MEフｳHレF6ｱ@ゥ�™饑�RIP\ME,ﾅフｳHレF6ｱO�P@

\MEフｳHレF6ｱ@ゥ�™餾̃_�RIP
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6.8.2　統計情報

　「AppleTalk information」で「statistics information」を選択すると，AppleTalkに関する統計

情報が表示されます．

<AARP>
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6.8.3　AppleTalkルーティング情報

　「AppleTalk information」で「routing information」を選精8ｷると，AppleTalkルーティング情

報が表示されま8ｷ．8ｽ8ｾ8ｵ，AppleTalkルーティング機能が動作8ｵて8｢な8｢場合，ま8ｽルー

ティング情報がな8｢場合は「no entry」と表示されま8ｷ．

range start:100

      end  :199

    next hop   :0     0

    port       :1

    hops       :0

range start:200

      end  :299

    next hop   :10     1

    port       :4

    hops       :0

range start:1780

      end  :1780

    next hop   :0     0

    port       :0

    hops       :0

Hit return or ESC or 'q' key:

図6-25　AppleTalkルーティング情報例

　以9









376-INFONET3790　取扱説明書

－　port............................................. コネクションを確立しているポート

－　send RI packet ........................... RIパケットの送信数

－　receive RI packet........................ RIパケットの受信数

－　send ZI packet ........................... ZIパケットの送信数

－　receive ZI packet ....................... ZIパケットの受信数

6.8　AppleTalkに関するインフォメーション
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6.10　ルータグループ化に関するインフォメーション

　インフォメーションメニューで「router grouping information」をグループルータリストを表

示します．

 no. IP address      MAC address       free channel connected IP address

----+---------------+-----------------+------------+--------------------

  1. 192.168.1.1     00.80.bd.f0.00.8c 0B

  2. 192.168.1.2     00.80.bd.f0.00.05 0B

Hit return or ESC or 'q' key:

図6-30　ルータグループ化に関する情報例

　以下に表示内容を示します．

－　IP address .................................. グループルータのIPアドレス

－　MAC address............................. グループルータのMACアドレス

－　free channel ............................... 使用できるISDNの本数

－　connected IP address.................. 現在の接続相手のIPアドレス
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6.11　エラーログ

　インフォメーションメニューで「error log」を選択すると，装置全体の中度／軽度障害情報

を表示します．

seq uptime        date                    tid logid    ecode

--- ------------- ----------------------- --- -------- --------

000 0000:00:00.00 94/04/01 (thu) 17:22:22   0 00000000 00000000

                                         # P_ON [V01.00-040194]

Hit return or ESC or 'q' key:

図ﾝﾝMM











　　付録A　装置の仕様
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A.3.2　I430ポート

ポート数：８

コネクタ：８ピン　モジュラーコネクタ　（RJ45）

表A-5　I430ポートのインタフェース仕様

x789番号ﾀ

ュΩー�

%�

%, ��

%< ��

%L ��

%¥ Tﾂ�ﾐ ��

%g

%¦
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C.4.2　ISDN運用形態

参照項　3.2.4,3.12.3

C.4.3　ISDNリモートターゲット

参照項　3.2.5,3.12.4
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C.5　基本機能C-#`C 内容 設定範囲
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C.7　datalink
参照項　4.2

C.8　SNMP
参照項　3.2.3,3.19,4.8

マネージャに関する設定は最大8エントリまで設定できます．



付録



(1):「＊」は各々の項目の設定範囲の全てを網羅することを示します．
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C.9.4　RIP motion

参照項　4.5.1

C.9.5　RIPインタフェース

参照項　4.5.2

*はLANでは設定なし．
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C.9.6　スタティックルーティング（最大256エントリ）

参照項　3.22⑱�3.15.3�4.5.8

C.9.7　RIPフィルタリング(accept GW：最大38GW×4エントリ)

参照項　4.5.3
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C.9.8　RIPフィルタリング(propagate GP C.9�8　RIPフィルタリンギ



付録

14
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C.10.8　OSPF隣接ルータ（最大32エントリ）

参照項　4.5.11(8)

C.10.9　OSPFバーチャルリンク隣接ルータ（最大8エントリ）

参照項　4.5.11(9)

C.10.10　OSPFバーチャルリンク（最大8エントリ）

参照項　4.5.11(10)
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C.11　IPXに関する設定
C.11.1　IPXルーティング

参照項　3.2.13
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C.11.4　RIPインタフェース

参照項　4.6.1

C.11.5　RIPフィルタリング（最大64エントリ）

参照項　4.6.2
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C.11.12　SAPスタティック（最大256エントリ）

参照項　3.2.17,3.16.5,4.6.9

C.11.13　IPX frame type

参照項　4.6.12
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C.11.14　Keep Alive

参照項　4.6.13

項目 内容 設定範囲 導入時の設定 備考

mode
KeepAliveパケットの代理応答／
要求の動作

　  use：動作する
not use：動作しない

use ○

request start indicate
timer

代理要求開始指示パケット送信失敗
時の再送タイマ

1～255［sec］ 3 ×

request start retry
count

代理要求開始指示パケット送信失敗
時の再送回数

1～255 10

request send timer
normal

正常時の代理要求送信タイマ 1～255［min］ 5

R

request send timer
retry

リトライ時の代理要求送信タイマ 1～255［min］ 1

request send retry
count

代理要求送信時のリトライ回数 1～255 10代理要求送信時のリヅ

%

1ベマ

r�







付録

30C- INFONES�90 取扱説明書-





付録

32C- INFONET3790 取扱�� � " 緝 � � � � � ﾆ N F � ﾆ ｸ 5 � 5 � 6 X 4 ( 6 ( 4 � 8 ｸ � ｸ 6 X 4 ( 9 8 4 �



付録C　設定情報一覧表

33C-



付録

34C- INFONET3790 取扱説明書

C.12.9　サービスフィルタリング（forward）（最大64エントリ）

参照項　4.7.6

C.12.10　サービスフィルタリング（discard）（最大64エントリ）

参照項　4.7.7
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C.12.11　ゾーンフィルタリング（最大128エントリ）

参照項　4.7.8

C.12.12　ルーティング情報のフィルタリング（accept gateway） （最大32GW×7エ

ントリ）

参照項　4.7.9
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C.12.13　ルーティング情報のフィルタリング（propagate gateway ）（最大32GW×

7エントリ）

参照項　4.7.10

C.12.14　ルーティング情報のフィルタリング（accept port）（最大40エントリ）

参照項　4.7.11
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37C-INFONET3790 取扱説明書C.12.15　ルーティング情報のフィルタリング（propagate port）（最大40エントリ）参照項　4.7.12C.12.16　AURPプロトコル 参照項　4.7.13
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C.13.10　ICMPリダイレクト

参照項　4.4

C.14　リモートファイルメンテナンスに関する設定
参照項　4.9

C.15　データ圧縮に関する設定
参照項　4.2
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C.16　データ別優先ｧ御に関する設定�
C.1C.6　q@院’ータ C.1C"6！Q@v@后Ⅷ�疑
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付録F　MIB項目一覧表
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F.1.4　ip グループ
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F.5　dot1dBridge（RFC1286）
RFC1286に定義されているMIBを以下に示します．
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F.5.1　dot1dBase グループ

F.5.2　dot1dStp グループ
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F.6.1　中継装置共通の拡張MIB

(1)　infonetSystem グループ

(2)　infonetSystemError グループ

F.6.2　ブリッジ固有の拡張MIB

(1)　infonetBridgeBase グループ



(2)　infonetBridgePort Oループ#2)　infonetBridgctatict Oループ$2)　infonetBridgeB�tocolt Oループ
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F.6.4　中継装置のポート

(1)　infPortExt1グループ

F.6.5　中継装置の通信相手

(1)　infTargetグループ
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F.6.6　呼確立リミッタのMIB

(1)　infCallLimiter グループ

F.6.7　トラヒックロギング機能のMIB

(1)　infAdlpグループ

F.6.8　中継装置の拡張インタフェース

(1)　tmpHighSuperDigital グループ
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